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い
ま
甦
る
天
守
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
を

　
白
石
市
で
は
個
性
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
白
石
城
三
階
櫓
（
い
わ

ゆ
る
天
守
閣
）
の
復
元
を
計
画
し
て
い
ま
　
　
　
　
　
、
」
、
　
、
嘉

す
。
そ
の
た
め
昨
年
の
十
月
か
ら
三
階

櫓
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
発
掘
調
査
の
成
果
や
文
献
、
　
　
慧

絵
図
な
ど
を
も
と
に
、

復
元
さ
れ
る
白
石
城

三
階
櫓
は
ど
ん
な
姿

だ
っ
た
の
か
を
検
証

し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
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ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
一
絵
図
か
ら
の
検
証
一

　
　
発
掘
調
査
の
前
に
、
自
石
城
の
絵

　
図
が
市
内
外
に
残
っ
て
い
る
か
探
し
て

　
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　
白
石
城
の
規
模
を
示
す
文
書
や
絵
図
が

　
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代

　
表
的
な
絵
図
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
白
石
城
絵
図
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い

　
る
最
古
の
絵
図
は
、
国
立
公
文
書
館
内

　
　
「
内
閣
文
庫
」
所
蔵
の
「
奥
州
仙
台
領

　
白
石
城
絵
図
」
で
す
。
正
保
年
間
（
一

　
六
四
四
～
一
六
四
七
）
に
作
ら
れ
た
も

　
の
で
、
三
階
で
は
な
・
＼
二
階
と
し
て

）
描
か
れ
て
い
ま
す
。
自
石
城
初
期
の
姿

墾
二
階
櫓
だ
っ
た
こ
と
が
注
目
嚢
ま

倉
す
。
正
保
と
い
う
と
片
倉
小
十
郎
が
白

片（
石
城
主
と
な
っ
て
約
四
十
年
後
の
こ
と
。

儲
二
階
櫓
は
小
＋
郎
が
築
い
た
あ
か
．

列
そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
の
蒲
生
、
上
杉
時

行
の
代
か
ら
の
も
の
か
。
そ
れ
は
今
の
と
こ

鰐
ろ
分
か
り
ま
せ
ん
．

年
　
　
　
　
　
　
誕
．
彰
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次
に
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
「
白

石
城
絵
図
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
絵
図
は
三
分
罫
と
い
う
手
法
で
作

図
さ
れ
て
お
り
、
白
石
城
絵
図
の
中
で

最
も
正
確
な
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。

こ
こ
で
は
三
階
櫓
が
描
か
れ
て
お
り
、

天
和
三
年
以
前
に
二
階
櫓
か
ら
三
階
櫓

に
改
造
、
も
し
く
は
建
て
替
え
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
幕
末
期
の
臼
石
城
の
姿
を

示
す
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
に
、
片

倉
家
に
代
々
伝
わ
る
白
石
城
の
屏
風
が

あ
り
ま
す
。
一
階
に
切
り
妻
の
屋
根
が

付
き
、
こ
の
部
分
が
石
垣
よ
り
も
外
に

張
り
出
し
た
「
石
落
と
し
」
の
施
設
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
天
和
絵
図
に

は
な
か
っ
た
施
設
で
す
。
屋
根
は
総
瓦

葺
き
で
、
三
階
の
屋
根
に
は
鰭
瓦
が
乗

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
號
瓦
は
福
岡
蔵

本
字
滝
下
の
菊
地
さ
ん
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
絵
図
に
よ
っ
て
、
初
期

の
白
石
城
の
櫓
は
二
階
で
あ
り
、
後
に

．
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鞭
．
届

三
階
に
改
造
、
も
し
く
は
建
て
替
え
ら

れ
、
次
い
で
切
り
妻
の
石
落
と
し
施
設

が
付
け
ら
れ
た
三
階
に
変
遷
し
て
い
っ

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

ア
プ
ロ
ー
チ

文
献
か
ら
の
検
証
一

　
臼
石
市
図
書
館
所
蔵
の
「
白
石
城
住

居
覚
」
に
よ
る
と
、
櫓
の
大
き
さ
は

「
大
櫓
　
上
之
重
五
間
三
間
　
中
ノ
重

七
間
四
間
半
　
下
之
重
九
間
六
間
　
窓

二
十
二
　
戸
三
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
当
時
は
六
尺
五
寸
を
一
間
と
し
て

い
た
の
で
、
今
で
言
う
と
大
櫓
（
三
階
櫓
）

は
、
最
下
層
が
東
西
約
十
七
七
m
、
南

北
約
十
一
八
m
、
二
階
が
東
西
約
十
三
・

八
m
、
南
北
約
八
八
m
、
三
階
が
東
西

約
九
八
m
、
南
北
約
五
・
九
m
の
規
模

に
な
り
ま
す
。
高
さ
は
五
丈
四
尺
八
寸

（
約
十
六
・
六
m
）
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
年
代
重
要
記
」
に
よ
れ
ば
、

三
階
櫓
に
関
し
て
の
重
大
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
。

。
文
政
二
年
（
一
ぺ
一
九
）
五
月
二
目

　
「
御
城
御
焼
失
」

・
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
九
月

　
「
大
櫓
御
成
就
」

　
白
石
城
焼
失
か
ら
四
年
。
再
建
さ
れ

た
三
階
櫓
は
ど
ん
な
姿
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
文
政
六
年
以
降
の
文
献
や
絵

図
を
見
て
み
る
と
、
大
き
な
変
化
か
な

い
こ
と
か
ら
、
片
倉
家
に
伝
わ
る
白

石
城
の
屏
風
絵
図
に
描
か
れ
た
三
階

櫓
が
当
時
の
姿
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。ア

プ
ロ
ー
チ

蔵家倉片（
な
部
分
で
は
、

嗣
こ
ろ
で
建
物
跡
寛
つ
書
ま
し
た
．

城
そ
の
形
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
回

石白
は
建
て
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

▲
し
た
・

　
発
掘
調
査
か
ら
の
検
証

　
白
石
城
は
、
今
の
益
岡
公
園
の
頒
徳

碑
が
建
っ
て
い
る
所
が
「
本
丸
」
と
言

っ
て
城
の
中
心
部
分
で
し
た
。
二
こ
に

は
城
の
殿
様
や
家
来
た
ち
が
毎
日
事

務
を
執
っ
た
り
、
戦
い
の
準
備
を
し

た
り
す
る
重
要
な
場
所
だ
っ
た
の
で

す
。
今
回
発
掘
調
査
を
行
っ
た
三
階

櫓
跡
は
、
本
丸
の
北
西
に
一
段
と
高

く
な
っ
て
い
る
所
で
、
春
ま
つ
り
の

時
に
光
の
自
石
城
が
再
現
さ
れ
た
場
所

で
す
．
．

　
●
三
階
櫓
頂
部
平
場

　
三
階
櫓
が
建
っ
て
い
た
頂
上
の
平
ら

　
　
　
　
　
地
表
下
約
三
十
㎝
の
と

3
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▲白石城厩ロ門（延命寺）

　明治初年、自石城解体の際に移転したもので、

3問1戸、2階建瓦葺で移転の時に高さを少し

低くした。元は厩曲輪、現在の神明社一の鳥居

の場所にあった。

謹

▲巴三階櫓北側の石垣（野面積みの石垣で比較的良く残っている）

蒸
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▲本丸から三階櫓に通

　
　
ほ
っ
た
て

わ
）
掘
立
柱
の
建
物
跡

　
一
番
古
い
時
期
は
掘
立
柱
の
建
物
跡
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
掘
立
柱
と
は
、
長
方

形
位
の
大
き
な
穴
を
掘
り
、
そ
こ
に
二

十
㎝
位
の
柱
を
据
え
て
か
ら
、
掘
っ
た

土
を
埋
め
戻
し
て
柱
だ
け
が
地
表
面
に

出
ま
す
。
そ
の
柱
を
利
用
し
て
家
を
建

て
る
の
で
す
。
奈
良
時
代
の
建
物
に
も

使
わ
れ
て
い
る
古
い
時
代
か
ら
あ
る
技

法
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
一
間
×
三
間

分
の
掘
立
柱
列
が
確
認
さ
れ
て
、
い
ま
す
。

②
礎
石
を
も
つ
建
物
跡

　
次
の
時
期
に
は
、
神
社
や
お
寺
に
あ

る
よ
う
な
礎
石
を
も
っ
た
建
物
が
作
ら

れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
礎
石
自
体
は
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
礎
石
の
下
に
根
石

と
呼
ば
れ
る
小
さ
い
石
が
び
っ
し
り
と

敷
か
れ
て
お
り
、
礎
石
が
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
四
問
×
六
間
分

の
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
　
大
き
な
石
を
据
え
込
ん
だ
建
物
跡

　
最
も
新
し
い
時
期
に
な
る
と
、
大
き

な
石
を
据
え
込
ん
だ
建
物
跡
に
変
わ
り

ま
す
。
幅
約
一
m
、
長
さ
一
～
三
m
に

掘
り
、
大
き
く
平
ら
な
石
を
生
活
面
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
据
え
込
ん
だ
よ
う
に

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
性
格
は
今
の
と

こ
ろ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
上
に
加
工
し
た
礎
石
を
据
え
、
三
階

櫓
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
東
か
ら
西
方
向
に
四
列
、
南

か
ら
北
方
向
に
三
列
の
建
物
列
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
文
献
に
あ
っ
た
九
間

×
六
間
の
建
物
跡
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
●
突
出
平
場
、
井
戸

　
三
階
櫓
頂
部
平
場
の
東
側
で
、
本
丸

よ
り
も
一
段
高
い
平
場
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
南
北
約
七
m
、
東
西
十
m
以
上

の
規
模
で
す
。
絵
図
に
示
さ
れ
た
鐘
堂

と
思
わ
れ
る
二
問
×
二
間
ほ
ど
の
建
物

跡
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
平
場
の
近
く
で
井
戸
が
一
基
見

つ
か
り
ま
し
た
。
井
戸
の
内
部
は
き
れ

い
に
面
取
り
さ
れ
た
河
原
石
で
積
み
上

げ
ら
れ
、
今
で
も
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
し
井
戸
の
中
を
調
査
す
れ
ば
、

当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
用
具
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
井
戸
は
、
古
い
絵
図
に
は
描
か

れ
て
い
な
い
の
で
、
文
政
年
間
以
後
に

作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　
●
三
回
に
わ
た
る
築
城
の
歴
史

　
三
つ
の
角
度
か
ら
白
石
城
三
階
櫓
が

ど
ん
な
姿
だ
っ
た
の
か
を
検
証
し
て
み

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
ま
と
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
正
保
年
間
で
は
三
階
櫓
で
は
な
く
、

二
階
櫓
で
し
た
。
約
三
十
七
年
後
の
天

和
三
年
の
絵
図
で
は
三
階
櫓
に
改
造
、

も
し
く
は
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
百
三
十
六
年
後
の
文
政
六
年
、

櫓
の
焼
失
に
よ
っ
て
新
し
く
三
階
櫓
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
切
り
妻

の
石
落
と
し
施
設
が
付
い
た
建
物
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
櫓
の
平
ら
な
部
分
は
、

石
垣
の
傾
斜
角
度
か
ら
推
定
す
る
と
、

も
っ
と
全
体
に
大
き
く
な
る
こ
と
は
確

実
で
、
も
と
あ
っ
た
建
物
跡
も
石
垣
の

解
体
と
と
も
に
な
く
な
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
三
つ
の
時
期
が
具
体
的
に

い
つ
建
て
ら
れ
た
の
が
は
、
絶
対
年
代

を
示
す
出
土
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
な

い
今
の
段
階
で
は
、
残
念
な
が
ら
分
か

り
ま
せ
ん
。

　
●
一
一
一
階
櫓
へ
の
通
路

　
南
側
石
垣
に
三
階
櫓
に
登
る
通
路
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
幅
約
二
・
五
m
で
、

長
方
形
の
切
り
石
を
敷
き
つ
め
て
階
段

通
路
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
白
石
城

絵
図
の
中
に
は
、
通
路
の
入
口
に
大
櫓

御
門
と
屋
根
付
き
の
門
が
描
か
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
建
物
跡
と
し

て
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
●
石
　
　
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
う
　
り

　
三
階
櫓
周
辺
の
石
垣
は
、
「
野
面
積
み
」

と
い
っ
て
、
石
に
何
の
加
工
も
加
え
な

い
自
然
石
を
矛
、
の
ま
ま
積
み
上
げ
f
、
い

ま
し
た
。
最
も
古
い
石
垣
の
積
み
方
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
文
政
時
代
の
大
櫓
焼
失
以
後
も
積
み

替
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ワ
て
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
な
お
白
石
高
校
付
近
の
石
垣
に
は
、

石
の
角
を
た
た
き
、
接
合
し
や
す
く
し

た
「
打
ち
込
み
ハ
ギ
」
や
、
石
を
削
っ

て
四
角
に
整
え
、
整
然
と
積
ん
だ
「
切

り
込
み
ハ
ギ
」
で
補
修
し
た
個
所
が
あ

り
ま
す
が
、
三
階
櫓
周
辺
の
石
垣
に
は

　
ま
た
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
三
階
櫓

の
平
場
部
分
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
跡
、

礎
石
を
も
つ
建
物
跡
、
そ
し
で
、
大
き
な

石
を
据
え
込
ん
だ
建
物
跡
の
三
種
類
の

建
物
跡
が
見
つ
か
り
、
三
階
櫓
が
少
な

く
と
も
三
回
は
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
き
く
は
三
段
階
の

変
遷
を
た
ど
る
絵
図
・
文
書
の
結
果
と
、

発
掘
調
査
の
結
果
と
が
符
合
し
た
わ
け

で
す
。

　
●
来
年
か
ら
復
元
に
着
手

　
以
上
の
よ
う
な
発
掘
調
査
等
の
結
早

を
も
と
に
、
三
段
階
の
変
遷
を
た
ど
る

三
階
櫓
の
う
ち
、
ど
の
段
階
の
櫓
を
復

元
す
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
そ
の
後
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
依

頼
し
、
平
成
四
年
度
か
ら
復
元
工
事
に

着
手
、
平
成
七
年
三
月
に
完
成
す
る
予

定
で
す
．
．
な
お
、
白
石
城
復
元
基
金
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
九
月
十

日
現
在
で
、
個
人
・
団
体
合
わ
せ
て
一

億
二
千
八
百
二
十
三
万
八
千
四
百
六
十

六
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
あ
な
た
の
目
で
白
石
城
三

階
櫓
の
発
掘
現
場
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
あ
な
た
な
り
の
臼
石
城
を
感
じ
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
政
宗
が
戦
い
、
小
十
郎

が
守
り
、
官
軍
を
相
手
に
東
北
が
一
つ
に

な
る
た
め
の
舞
台
で
あ
っ
た
白
石
城
を
。

　
発
掘
現
場
を
見
学
し
た
い
方
は
、
市

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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ふるさと発見からの創造

轡箋
　　贋

§犠置躍欄淵翫？彫碍盆　f崔されます。

　　　　ひむ　じ　ハ　パリド　

　　　，封騨ll羅難嫁学
　　　道平家琵琶演奏．山内とも子氏
　　　そ　　　　　　　講演「武家社会の女性と現代の
　　　し
　　　て　　　　　　　　女性」・はかま満緒氏

　　　人、　　　　　　　　　魔
　　　の　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　ふへ響劃．謹鍾驕・監

新
・
伊
達
な
ク
ニ
づ
く
り

7

スパッシュランド工事順調に進む！

・今年の1月10日に起工式を行った

スパッシュランド（市民温泉プール）

は、来年3月完成を目指して順調に

工事が進んでいます。

スパッシュランドは、50mの公認

プールをメインとして、子供用プー

ル、バーデゾーン（うたせ湯、サウ

ナなど11種の浴槽）、岩風呂などたく

さんのスポーッ・健康機能があり、

お子さんからお年寄りまで幅広く楽

　　　　　　 1

来年3目末完成予定

しめる施設です。オーブンの日をご

其月待ください。

また、自石川をはさんだ対岸には、

一定のテーマに沿った公園づくり

（たとえば明治村など）の準備を進めて

おり、将来はスパッシュランドを軸と

した総合レジャー方笹設となることで

しょう。

麟臨L…慧，弊麟臨癬

　　　　　　　　剛　黛　一．．　｝予　矯．舞
　　　　　　　遮1マ響甲騨眞・一鰐一
工事中のスパッシュランド〉蝦』　り　　’隔，　　，・轡煮、噺　　　一鳳一

　　　　　　　　レ夢．

みなさんからの素敵な

情報を待ってます1．

雨をここちよい汗に変えて

運動会シーズン到来の9月8日、

越河小学校グランドにおいて、越河

地区の体育大会が行われました。

周りを熱くするおしどり競争を始

め、5人の年齢が合計200歳以上の

リレーなど様々憲競技を展開。

応援する人も競技に参加する人も

一つになり、ぱらつく雨も何んのそ

の。参加したみんなが敢闘賞ですネ。

“

聯
、
・

マ
マ

だれもがレスキュー隊

9月6日、白石市中央公民館におい

て、白石市婦人防火クラブ約230入

が参加して、救急患者の応急処置講

習会が行われました。

講習内容は、包帯による止血や人

工呼吸、心臓マッサージの正しいや

り方で、白石消防署の救急隊員14名

が、手とり足とりの指導にあたりま

した。

　　　準 践一7
　　　　，掃　『

　　　　　　　　みず　　　　　1　㌧甑㌧　＿．
　　　　　　　　　　最近、救急車の出動回数が増えて

いるようですが、正しい応急処置を

すれば、救急車を呼ぶまでもないケ

ースが多いとのこと。

救急車の正しい利用も、入命を救

うために大切なことではないでしょ

白石市中央公民館では、白一・二

小の5・6年生を対象に、11回にわ

たりわんぱく教室を開催しています。

これは元気でたくましい子を育て

ようと催されているもので、キャン

プや清掃登山など内容も豊富。

中でも、縄文時代の方法で土器を

作るという、とても興昧深いものも

あり、8肩20日には2日間かけて作

った土器の野焼きを行いました。

火にあぶられた土器はやがてほん

のりと赤くそまり、縄文人顔負けの

土器が完成〃たたくと“カンカン”

といい音をたてます。

子供たちは、焼き上った土器で、

さっそくブタ汁作重）に挑戦しました。

福岡チーム（家庭バレー）優勝ノ

第3回大河原管内ふるさとスポー

ツ祭は、生涯スポーツの振興を目指

し8月25日、蔵王町を会場に開催さ

れました。

当市からは、’ノフトボール・家庭バ

レーボール・ゲートボール等7種目に8

チームが参加し、各種目において健

闘しました。その結果、家庭ベレー

ボールにおいて、福岡チームが見事

優勝の栄冠を勝ちとりました，

火の元には十分ご注意をノ

9月1日の白川分団を皮切りに臼

石市消防団（大庭儀兵衛団長はじめ

690人）の秋季消防演習が各地区で

行われました。

演習では、部隊訓練や班対抗の消

防操法競技、ホンブ車などによる一斉

放水、婦人防火クラブ員による初期

消火訓練が行われ、日ごろ鍛えた訓

練の成果を発揮していました。

堺

雛

丁細　 駈1ド．
＝

　　　触“－・、臨1

　 ゴ噸團藤♂”　灘，

感動のラストシーン！

　9月13日、白石蔵王駅構内で、教

育映画「みちのくぼくの思い出」（仮

題）のラストシーンの撮影が行われ

　　　　　　　　ひなました。この作品はカルガモの雛を

連れて歩くことで有名な名犬ハク

（蔵王町）が主役となり、友情や心

のあン）方をスクリーンを通して感じ

とってもらうことが狙いとか。

宮川大助・花子、春やす子ほか14

名のタレントがハクに負けぬまいと

熱演。関係者一同「いい作品だから

みんなに見ていただきたい」と自信

満々でした。

タスキに勝利を誓う

　、墜軸《　　　
臨

　．　　媒岬　白石市、蔵王町、七ヶ宿町の中学

生アスリートが集まり、9月10日、

福岡公民館をスタート・ゴールとす

る第45回駅伝競走大会が開かれまし

た。

　参加したのは男子18チーム、女子

15チーム。真っ黒に日焼けした選手

たちは、スタートの合図とともにダ

ノシュ。仲間の黄色い声援を背中に

受けながら、秋の風情が漂う田園地

・帯を力走しました。

　大会の結果、男子は白石中が5連

勝、女子は東中が2連勝しました。
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y

停

　　　　　　　　　　　　　　　、
中
央
公
民
館

　
　
　
　
ヨ
ー
ガ
サ
匿
ク
ル

⑦

！
〃

’

ウ　
“

っ！

無
我
に
な
っ
て

リ
ラ
ツ
ク
ス
”

　
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ヶ
ル
は
、
昭
和
五
十
九

年
↓
月
に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
会
員
は
三
十
九
名
で
、
う

ち
男
性
二
名
で
す
。

　
講
師
の
先
生
は
、
日
本
健
康
協
会
か

ら
安
元
桂
子
先
生
と
市
村
き
み
子
先
生

が
交
替
で
お
い
で
に
な
り
、
指
導
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
活
動
の
場
所
は
、
公
民
館
二
階
の
第

一
・
第
二
講
座
室
で
、
合
計
8
0
畳
の
広

々
と
し
た
所
で
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
中
で
、
先
生
の
ポ
ー
ズ
の
案
内
（
掛

け
声
）
に
従
っ
て
一
つ
一
つ
の
ポ
ー
ズ

を
取
る
ひ
と
と
き
は
、
何
も
か
も
忘
れ

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

　
ヨ
ー
ガ
は
激
し
い
運
動
で
は
な
く
、

静
か
に
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
筋
肉
の
ス

ト
レ
ッ
チ
で
す
。
無
理
が
な
く
肩
凝
り

等
に
も
良
い
よ
う
で
、
精
神
的
に
も
ゆ

と
り
が
出
来
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
現
在
月
四
回
、
月
曜
日
午
前
十
時
よ

渡
　
辺
　
せ
　
つ

り
十
一
時
半
ま
で
で
す
が
、
祝
祭
日
等

は
休
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
回
休

む
と
、
皆
さ
ん
待
ち
遠
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

！
し
ろ
い
し
の
，

（
戸

空
を
飛
ん
だ
お
侍

　
鼠
横
町
と
い
う
横
町
が
あ
る
。
今

の
南
保
育
園
の
あ
る
通
り
で
、
昔
は

国
道
を
挟
ん
で
、
ま
っ
す
ぐ
本
町
ま

で
抜
け
て
い
た
。
こ
の
横
町
に
「
長

　
　
　
や
　
　
う
　
と
の

（
永
）
谷
宇
殿
」
と
い
う
大
変
酒
好

き
の
侍
が
住
ん
で
い
た
。
城
で
は
五

貫
文
と
い
う
沢
山
の
給
料
を
も
ら
っ

て
い
た
立
派
な
侍
で
、
鉄
砲
組
の
隊

長
を
務
め
て
い
た
。

　
こ
の
宇
殿
が
、
人
間
は
鳥
の
よ
う
な

翼
を
工
夫
し
た
ら
、
飛
べ
る
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鳥
を
打
ち
に
行
く
た
び
に
、
そ
の
考

え
が
強
く
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
鳥

を
取
る
た
び
に
、
体
の
重
さ
と
大
き

さ
を
注
意
し
て
計
っ
て
み
た
。
そ
し

て
、
自
分
に
合
う
位
の
大
き
さ
の
羽

を
考
え
、
竹
で
骨
組
み
を
作
り
障
子

紙
を
張
っ
て
、
飛
ん
で
み
る
こ
と
に

し
た
。

　
あ
る
日
の
こ
と
。
宇
殿
の
部
屋
の

障
子
が
大
き
く
開
い
た
と
思
う
と
、

の
っ
し
の
っ
し
と
歩
く
音
が
し
た
。

宇
殿
が
体
よ
り
も
大
き
い
羽
を
背
中

に
背
負
っ
て
、
家
の
屋
根
に
昇
っ
て

長
谷
宇
殿
の
墓

い
っ
た
。
そ
し
て
、
思
い
っ
き
り
両

羽
を
広
げ
て
、
庭
の
ほ
う
へ
飛
び
降

り
た
。
宇
殿
が
思
っ
た
と
お
り
、
ふ

わ
り
と
飛
び
降
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
も
っ
と
高
い
大
木
か

ら
飛
ぶ
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

羽
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
壊
れ
て
し
ま

い
、
宇
殿
は
下
に
落
ち
て
腰
を
打
っ

て
し
ま
っ
た
。
皆
か
ら
は
、
人
間
の

く
せ
に
鳥
の
ま
ね
を
す
る
馬
鹿
な
や

つ
だ
と
笑
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
宇
殿
の
発
想
を
も
っ
と
人
々
が
理

解
し
協
力
し
て
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ

の
ラ
イ
ト
兄
弟
よ
り
も
先
に
、
日
本

が
飛
行
機
を
作
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
宇
殿
の
墓
は
、
傑
山
寺
の
谷
風
の

墓
の
そ
ば
に
あ
る
。
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萱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

　
　
　
　
ナ

売
る
品
も
世
も
様
変
り
し
て
細
々
と
履
物
商
い
五
十

年
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

受
持
の
生
徒
の
名
簿
に
か
な
し
く
も
黒
丸
多
く
戦
い

に
死
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

退
院
の
友
を
笑
顔
で
送
り
来
て
赤
き
杏
の
実
を
眺
め

居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

束
の
問
の
つ
ゆ
晴
れ
の
空
に
群
れ
遊
ぶ
蜻
蛉
の
翅
は

陽
に
輝
占
、
㌧
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

止
ま
ら
ん
と
翅
ふ
る
は
せ
る
赤
と
ん
ぼ
わ
が
持
つ
鎌

に
ま
つ
わ
り
て
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

む
し
暑
く
汗
に
ま
み
れ
て
桑
と
り
ぬ
風
の
動
か
ぬ
真

夏
日
の
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

梅
雨
明
け
の
い
ま
だ
な
き
ま
ま
と
ん
ぼ
飛
び
秋
の
気

心藷

　
．
憲
・
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・
號
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・
§
　
　
”
　
§
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・
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配＄倫　　　圭司さん、靖子さんの長女・次女　　　慕
の　　」引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置1
す舞　ママからひとこと
ε　i：承　　　“笑顔のたえない元気な子でいてネ！“書

淳1εパパからひとこと　　　　　　　　　　　邑

　　争　　　“やさしい女の子になってネ！“　　　牽
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友
か
ら
の
株
分
け
育
て
し
菊
の
花
子
の
命
日
に
墓
前

に
捧
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
と
く

降
り
も
せ
ず
晴
る
る
こ
と
な
き
梅
雨
空
に
朝
顔
の
花

あ
ざ
や
か
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

時
か
け
て
小
粒
の
馬
鈴
薯
の
皮
を
む
き
子
ら
の
好
め

る
コ
ロ
ッ
ケ
揚
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

「
評
」
一
首
目
、
最
近
特
に
小
売
商
の
様
相
は
一
変

し
た
。
し
か
し
作
者
は
変
る
こ
と
な
く
真
心
で
細
々

な
が
ら
も
履
物
商
を
五
十
年
か
ら
続
け
て
来
た
。
過

ぎ
去
っ
た
月
日
を
し
み
じ
み
と
振
り
返
る
感
動
的
な

一
首
。
二
首
目
、
教
師
で
あ
っ
た
作
者
の
八
月
の
感

懐
。
三
首
目
、
自
分
の
心
配
を
内
に
秘
め
、
友
を
笑

顔
で
送
る
心
情
深
い
。

大
輪
を
夕
日
に
競
ひ
紅
芙
蓉

御
精
進
料
理
宅
り
て
盆
供
養

　
　
聖
　
　
”
　
・
冨
・
需
・
廟
釜
軌
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麓
・
“
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りりむ　ロ　　 ド

ドドマ　　　　　モ

　す　ま

奨軍iる鴨る0ケツサワ

鈴
木
貞
二
選

卜
縄
覧
　

三岩
浦沢

伍
峯

愛
嶺

霧
　
・
§
・
・
憲

釜
、
　
零
U
　
ト
“
　
ト
零
W
　
一
一
　
　
障
　
§
　
　
・
釜
Ψ
　
｝
釜
・
■
釜
・
　
鮎
藷
、
　
－
翁
　
　
・
犠
▽

綿
飴
を
持
た
さ
れ
茅
の
輪
く
ぐ
り
け
り

苗
木
市
眼
を
ぽ
そ
め
つ
つ
見
て
ゐ
た
り

老
い
て
尚
役
付
な
り
し
地
蔵
盆

御
墓
前
の
修
羅
場
と
な
り
て
夏
の
草

熊
ん
蜂
追
っ
て
洗
濯
物
を
干
す

ね
む
の
花
御
句
碑
建
ち
ぬ
城
山
に

盆
の
僧
衣
の
背
縫
ま
っ
す
ぐ
に

美
し
き
ハ
ン
カ
チ
似
合
ふ
そ
の
人
に

　
「
評
」
一
旬
目
、

　
　
　
　
　
　
真
っ
赤
な
芙
蓉
の
花
が
、

一
層
競
い
合
っ
て
い
る
。
確
実
に
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
二
句
目
、
今
に
精
進
料
理
を
か
た
く
守
る
旧
家

ら
し
い
。
三
句
目
、
夏
越
し
の
祭
の
茅
の
輪
を
、
孫

た
ち
の
綿
飴
を
も
た
さ
れ
な
が
ら
く
ぐ
る
。

〇
十
月
の
例
会
は
、
二
十
七
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

岡
幽
　
繋
誤
差
選

赤
ト
ン
ボ
住
み
よ
い
町
へ
越
し
て
行
き
　
　
近
江
孫
太
郎

・
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h
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赤
間
た
か
子

日
下
　
　
文

佐
藤
麻
緒

若
桑
げ
ん
じ

鈴
木
　
民
子

青
木
良
子

　
夕
日
に

響
．

竃

譲
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・
號
V
　
璽
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p
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盛
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ひ
と
め
ぼ
れ
酒
の
名
前
と
間
違
わ
れ

　
舞
扇
と
じ
て
余
韻
を
か
み
し
め
る

　
鏡
だ
け
知
っ
て
る
妻
の
別
の
顔

　
再
婚
の
話
し
に
揺
れ
る
若
い
寡
婦

　
誰
ゆ
え
に
心
染
め
し
や
つ
ゆ
の
花

　
旬
が
出
来
た
書
こ
う
と
し
た
ら
も
う
忘
れ

　
六
十
路
坂
や
っ
と
越
え
た
が
薬
づ
け

　
捨
て
な
か
っ
た
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
出
し
て
は
き

　
は
し
ゃ
ぐ
子
の
声
を
も
ら
っ
て
若
返
り

　
「
評
」
一
句
目
、
住
み
良
い
ま
ち
、

　
ま
ち
と
、

　
て
い
る
の
に
、
ト
ン
ボ
さ
ん
、

　
ま
う
の
？
二
句
目
、

　
は
、

　
〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

　
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

　
報
広
聴
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

－
室
V
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・
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「かたつむりとあそんだよ」

山家　初美（白二小1年）

斎
藤
平
吉

米
沢
　
礼
子

草
野
　
　
清

佐
藤
武
雄

小
野
嘉
津
子

近
内
　
キ
ヨ

大
沼
　
妙
子

本
郷
き
み
子

大
槻
　
愛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
た
く
な
る

　
　
一
生
懸
命
に
町
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
し
て
去
っ
て
し

　
　
　
　
　
ひ
と
め
ぼ
れ
で
作
ら
れ
た
お
酒

き
っ
と
す
ば
ら
し
い
味
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
封
筒
ま
た
は
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
公
室
広

（
白
石
市
大
手
町
一
番
『
号
）
へ
。

・
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　毎年、この時期にきのこによ

る食中毒が発生しています。

仙南保健所では、きのこによる

食中毒を未然に防止するため、

管内市町に、きのこに関して知

識経験の豊富な「きのこ名人」

を選び、ネ・ソトワークを設置し

ました。

　「このきのこは、食べられる

かな？このきのこを食べて本当

に大丈夫かな？」と思ったら、

まず、「きのこ名人」にご相談く

◎白石市の「きのこ名人」

　菅原　武雄で福岡）

　　　　　盈26－2715
★「きのこ展、を開催！

○期　問　10月22日～23日

○場　所　仙南保健所

　　　　　　詳しくは、宮城県

　　　、　仙南保健所食品薬事

　　　、、課創224遍3－3111
　　　旨内線）326・・、お問い
　メ
粛．壁せく埜いウー

児童手当制度が

変わります

　平成4年1月1日から児童手当制度が段階的に改正されます　受

給てきるのは、所得が一定額未満で、18歳未満の児童を養育してい

る方のうち・下表の生年月日に該当するお子さんについて、それそ

れ支給されます

現行制度

宏・

義務教育就学前

まで

1人目　な　し

2へ目
　月額2，500円

3へ目～

　月額5，000円

平成6年1月一

3歳未満まで

正内
平成5年1月～

2歳未満まで

　　　　　改

平成4年1月～

1歳未満まで

支給対象児童

生年月日

　　　　　1榊月額5，0・0円

　　　　　3人目～　月額　10，000円

5歳未満まで　　4歳未満まで　　3歳未満まで

　　　　！人目　なし
　　　　2入目　　月額　5，000円

　　　　3人目～　月額　10，000円

平成3年1月
2日以降生ま

れの児童

昭和62年1月

1日以降生ま

れで現在受給

対象の児童

申請方法等について

申請先～以・要な｛。し7〕　　申請期間等

●届出の必要はありません

●平成3年12目31日で受
　給資格消滅となり、手

　当は12月分までの支給
　となります

平成3年12月31日で満5
歳の児童（昭和61年12月

31日まで生まれた児童）

のみがいる方

●届出の必要はありませ
　ん

●手当の額が1月分から
　己隻定となります

平成3年12月31日で満5
歳の児童以外に5歳朱満
の児童がいる方、または

すべての児童が5歳未満
の方

市役所

市民課

窓口

●印かん

●印かん

●受給者（原則
　として父親）

名儀の預金通
帳

●平成3年11月1日から
　12月31日の間に額改定
　請求を提出した受給者

　は、1月分から1人目
　の手当も支給されます

●平成3年1！月1日から
　原則として12月31日ま

　での間に認定請求を提

　出した方は、1月分か
　ら支給されます。

児童の中に平成3年1月
2日以後生まれの1へ目
がいる方

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方

平成3年1月2日以後生
まれの児童を監護してい
る　〔面倒をみているナ方

で所得が一定額未満の方

新
し
く
受
給
さ
れ
る
方

，～翁

支給期間について

一
）

㍉

　平成4年1月1日から12月31日までは、2

人目以降は5歳の誕生日の前日で消滅（月の

初日に生まれた児童については5歳の誕生日

で消・戌）または額改定となります。消滅の場

含は誕生日の月まで支給され、額改定の場合

は誕生日の翌月から改定されます。

※18歳未満のお子さんのうちで、上から1人

　目、2八目…と数えます。

※公務員の方は、職場での手続きとなります。

醗　市民課留25－21111内線月34
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国
民
年
金
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
は
、
二
種
類
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

○
法
定
免
除

　
　
障
害
基
礎
年
金
や
生
活
扶
助
等
を

　
受
け
て
い
る
場
合
は
、
届
出
に
よ
っ

　
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
免
除

　
　
所
得
が
な
い
と
き
や
、
災
害
に
遭

　
っ
た
と
き
な
ど
、
納
付
が
困
難
な
場

　
合
に
は
、
申
し
出
て
承
認
さ
れ
る
と

　
申
し
出
た
月
の
前
月
よ
り
保
険
料
の

　
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
が
大
変
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い

で
、
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

繰
り
上
げ
支
給
の

　
　
老
齢
基
礎
年
金
を

　
　
　
　
　
　
　
受
け
る
と

し
か
し
、
六
十
歳
以
上
で
あ
れ
ば
本
人

の
希
望
に
よ
り
年
金
を
受
け
る
こ
と

（
繰
り
上
げ
支
給
）
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
繰
り
上
げ
支
給
を
し
た
場

合
は
一
一
％
～
四
二
％
の
減
額
と
な

り
、
そ
の
率
は
生
涯
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
が
支
給
停
止
と
な
っ
た
り
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
一
級
、
ま
た
は
二

級
の
障
害
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
か

っ
た
り
し
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
す
る
と
き
は
、
後
で

悔
や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、
良
く
考
え

て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を

　
未
納
の
ま
ま
に

　
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
「
自
分
の

た
め
、
み
ん
な
の
た
め
」
に
大
切
な
義

務
で
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
支
払
わ
れ

る
年
金
の
額
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
将
来
、
年
金
の
支
払
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
国
民

年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
課
国
民
年
金
係

　
曾
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
一
三
七

　
　
　
　
　
　
　
▼
1
0
月
n
日
～
1
0
月
2
0
日
▲

　
　
　
　
　
　
全
国
防
犯
運
動

　
　
全
国
防
犯
運
動
が
十
月
十
一
日
か
ら

　
十
月
二
十
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に

　
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
運
動
期
問
中
、
「
全
国
防
犯
キ
ャ
ラ
バ

　
ン
」
「
防
犯
こ
け
し
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
作

　
戦
」
「
防
犯
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
、
県
内
各

　
地
で
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
防
犯
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
犯

　
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
街
を
つ
く

　
り
ま
し
よ
う
。

　
〔
運
動
の
推
進
事
項
〕

　
　
◎
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
排
除
）

　
　
◎
少
年
の
非
行
防
止

ぐ
　
◎
自
転
車
防
犯
登
録

★
全
国
防
犯
運
動
臼
石
市
大
会

　
○
日
時
十
月
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　
十
時
三
十
分

　
○
場
所
　
白
石
市
中
央
公
民
館

毛

μ

駄
㌔
ジ

　
　
薯

暁

×・
　
　
　
メ
■
．

　
　
　
◎
9
、

、、

’

二輪車運転者の、

＼みなさんへ

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六

十
五
歳
か
ら
の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
二

月
十
日
か
ら
二
輪
車
昼
間
点
灯
運
動
を

県
民
運
動
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
、

　
し
か
し
、
県
下
平
均
の
二
輪
車
の
昼

間
点
灯
率
は
、
平
成
元
年
九
月
の
八
五

二
二
％
を
最
高
に
徐
々
に
低
下
し
、
そ

れ
に
伴
い
昼
間
に
お
け
る
交
通
事
故
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
二
輪
車
は
他
の
運
転
車
か
ら
と
か
く

見
落
さ
れ
が
ち
で
す
。
目
立
つ
よ
う
に

昼
間
で
あ
っ
て
も
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
危

険
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

がて
が

鯉
い

環
境
に
優
し
い
商
品

　
　
エ
コ
マ
暫
ク
に
目
を
向
け
よ
う

　
エ
コ
マ
ー
ク
は
資
源
を
再
利
用
し
た

商
品
や
環
境
に
優
し
い
商
品
な
ど
、
環

境
保
全
に
役
立
つ
商
品
に
付
け
ら
れ
、

「
私
た
ち
の
手
で
環
境
を
守
ろ
う
」
と

い
う
気
持
を
込
め
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
は
、
オ
ゾ
ン
層
を

破
壊
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
な
い

ス
プ
レ
ー
商
品
、
一
〇
〇
％
古
紙
使
用

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
台
所
の
流
し

台
・
水
切
り
用
品
・
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス

ト
化
製
品
、
廃
食
用
油
再
生
せ
っ
け
ん

な
ど
、
日
常
生
活
で
使
用
す
る
身
近
な

商
品
を
中
心
に
、
現
在
で
は
千
百
八
十

八
商
品
に
付
い
て
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
か
け

が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
る
に
は
、

こ
れ
ら
の
商
品
を
使
用
す
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

」

11
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▲
知
っ
て
い
ま
す
か
「
士
地
墓
本
法
」
▼

今
月
は
「
宮
城
県
土
地
月
間
」
で
す

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
土
地
は
公
共
性
、
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
で
、
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法
は
、

土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
必
要

な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を
「
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
十
。

　
①
土
地
ヒ
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。
．

　
②
土
地
は
適
正
に
計
画
に
従
っ
て
利

　
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
③
土
地
は
投
機
的
な
取
引
の
対
象
に

　
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
④
土
地
の
価
格
が
道
路
、
鉄
道
の
整

　
備
や
へ
口
、
産
業
の
動
向
な
ど
に
よ

　
っ
て
増
加
す
る
場
台
は
、
そ
れ
に
よ

　
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
に
応
じ
、
適
切

　
な
負
担
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
う
し
た
考

え
方
に
基
づ
き
、
土
地
の
投
機
的
取
引

、
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
を

防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出

制
を
設
け
て
い
ま
す
。
一
定
面
積
以
上

の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

こ
の
法
律
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
知
事
等

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

届出の必要な土地取引
一定面積以上の土地について売買などの取引をする場合は事前に届出が必要です

●売買　　●代物弁済

●交換　　●共有持分の譲渡

●営業譲渡●地上権，賃借権の設定，譲渡

●譲渡担保●予約完結権，買戻権等の譲渡

※これらの取引の予約である場合も、事前

　に届出が必要です。

　届出の必要な土地
都市計画区域

5・000㎡呈轟
都市計画区域以外の区域

10，000㎡呈　　淋驚，

　　　　　、■α　　　　　r一

一団の土地取引

個々の取引それぞれにつ　　（い十ろ十は十に）≧一定面積　　　　（イ十ロ十ハ十二）≧＿定面積

いて届出が必要です。

　　　　　田は㊧の㊧までにしましょう。

利率年

つ一ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

が
簡
単
。
さ
ら
に
、

校
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

○
対
象
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

　
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、

　専

修
学
校
、
各
種
学
校
、
予
備
校
（
認

　
可
さ
れ
た
も
の
）
、
盲
学
校
の
高
等

　部など

に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の

　保

護
者

○
融
資
額
　
一
人
に
つ
き
一
五
〇
万
円

　
（
在
学
中
の
費
用
は
五
〇
万
円
以
内
）

○
融
資
期
間

　
●
高
校
、
短
大
、
専
修
学
校
、
各
種

　
　
学
校
等
…
…
…
…
…
…
五
年
以
内

　
●
大
学
、
高
専
等
…
…
…
六
年
以
内

　
※
交
通
遺
児
家
庭
及
び
母
子
家
庭
の

　
　
方
は
、
一
年
の
延
長
が
可
能
で
す
。

○
お
取
扱
い
期
間
　
平
成
三
年
九
月
か

　
h
り

　
返
済
方
法
な
ど
詳
し
ノ
、
は
、
〒
九
八

O
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
－
一
－
八

国
民
金
融
公
庫
仙
台
支
店
畳
〇
二
二
－

二
二
二
ー
五
一
七
一
へ
。

　
な
お
、
利
率
は
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
　
」
＝
　
　
　
鍔

　
　
」
「

　
　
　
　
へ
じ

　
　
・
へ
＾
．
訪

　
　
ー
　
　
　
n
　
k
　
　
　
〉

　
〔
拳

㊧
◎
地
価
公
示
制
度

　
あ
な
た
が
土
地
の
売
買
を
し
よ
う
と

思
っ
た
と
き
、
そ
の
土
地
の
正
常
な
価

格
を
ど
う
し
て
調
べ
ま
す
か
？

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
土
地
価
格
の
目
安

と
な
る
の
が
、
地
価
公
示
や
都
道
府
県

地
価
調
査
の
価
格
で
す
．
、

　
地
価
公
示
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
土

地
鑑
定
委
員
会
が
全
国
の
約
一
万
七
千

地
点
の
標
準
地
に
つ
い
て
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
の
正
常
価
格
を
三
月
下
旬
に
、

都
道
府
県
地
価
調
査
は
知
事
が
各
都
道

府
県
内
の
基
準
地
（
全
国
で
約
二
万
五

千
地
点
）
に
つ
い
て
、
七
月
一
日
現
在

の
正
常
価
格
を
九
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
．
．

　
地
価
公
示
、
土
地
取
引
な
ど
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
市
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
費
二
五

⊥
二
一
一
（
内
線
）
三
六
ニ
ヘ
．
、

◇

公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
統
［
地
方
選
挙

金
の
か
か
ら
ヂ
毬
い
明
る
い
選
挙
の
実
　
②
有
権
者
が
お
ど
し
つ
け
た
り
又

現
と
選
挙
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、

政
治
家
等
の
寄
附
に
関
す
る
罰
則
の
強

化
を
主
に
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
平
成

二
年
二
月
一
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と

な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
現
に
公
職
に
あ

る
者
）
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
寄

附
を
し
ま
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
新
築
祝
・
お
見
舞
・
法
事
の
香
典
等

は
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
政

治
家
本
ん
が
息
与
出
膚
ず
を
結
婚
披
露

宴
に
お
け
る
祝
儀
、
葬
式
や
通
夜
に
お

け
る
香
典
は
除
か
れ
ま
す
。

は
、
政
治
家
に
罪
を
き
せ
る
目
的
で
寄

附
を
求
め
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
贈
ら
な
い
。
求
め
な
い
。

受
け
取
ら
な
い
。
」
い
わ
ゆ
る
「
三
な
い

運
動
」
の
表
現
そ
の
も
の
で
す
。

　
③
政
治
家
は
年
賀
状
等
の
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

　
但
し
、
政
治
家
は
選
挙
区
内
に
あ
る

者
へ
の
、
答
祈
み
だ
b
碍
畠
筆
じ
よ
昏

も
み
は
除
か
れ
ま
す
・

　
④
政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区

内
に
あ
る
者
へ
の
あ
い
さ
つ
・
広
告
を

出
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
選
挙
人
が
政
治
家
や
後
援
団
体
に
、

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
ま
す
し
、

又
お
ど
し
つ
け
て
求
め
ま
す
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　
⑤
後
援
団
体
が
花
輪
、
香
典
、
祝

儀
等
を
出
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
後
援
団
体
の
設
立
目
的
以
外
の
寄
附

を
し
ま
す
と
、
そ
の
時
期
を
問
わ
ず
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
①
、
②
、
④
及
び
⑤
に
よ
っ

て
罰
せ
ら
れ
ま
す
と
「
公
民
権
停
止
」

（
投
票
す
る
権
利
の
停
止
及
び
立
候
補

を
す
る
権
利
の
停
止
）
と
な
り
ま
す
。

　
法
が
改
正
さ
れ
て
初
め
て
行
わ
れ
た

統
一
地
方
選
挙
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
守
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
日
頃
か
ら
「
三
な
い
運
動
」

に
心
が
け
“
違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙

が
行
な
わ
れ
る
郷
土
・
白
石
市
づ
く
り
”

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
◇

瞬
媛
縷
康
録
鞍
鍍
探
険
薙
，
凝

　
　
　
　
　
　
轡
、
新
は
済
み
薫
し
ノ

定時登録による

選挙人名簿登録者数

平成3年9月1日を基準日とし、9

月2日に選挙人名簿に登録された登録

者数は下表のとお・りです。

計（人）女（人）男（人）

14，6457，7406，905白石
1、82茎93i8901可越

1，259642617川斎

1、9981．059939平大

2．1121，0661、046大鷹沢

」．，676867809瑚白

6．7463．4473．299岡福

1．350702648原ノ1・

3茎，607i6、45415。153計合

　◎直接請求、又は解職請求に必要な

選挙人の数

　○条例の制定、又は改廃の請求、監

査の請求に必要な人数

　　　　　　　　　　　　　633人

　○議会の解散の請求、議員、市長等

の解職の請求に必要な人数

　　　　　　　　　　　　10，536人

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
更
新
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
早
め
に
保
健
衛
生
課
で
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の

●
印
　
鑑

●
被
保
険
者
証

●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

保
険
証
は
大
切
に
”

　
国
保
の
保
険
証
は
、
正
式
に
は
『
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
』
と
い
い
、

国
保
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

㌻
フ
o

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
長
期
間
の
出
張
や
、

出
か
せ
ぎ
、
修
学
な
ど
で
他
の
市
町
村

に
住
む
場
合
は
、
も
う
一
枚
の
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
な
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
ま
た

は
、
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
者
の

　
　
み
な
さ
ん
に
お
願
い
”

①
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
記
載
内

　
容
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
被

　
保
険
者
名
を
勝
手
に
書
き
加
え
た
り

　
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
）

②
受
診
の
と
き
は
、
必
ず
病
医
院
の
窓

　
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
た
と
き
は
、

　
す
み
や
か
に
国
保
の
係
へ
届
け
出
て

　
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
き
い
。

　
　
（
必
要
な
も
の
…
印
鑑
・
身
分
証
）

④
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
で
き

　
ま
せ
ん
。

⑤
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や

　
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
含
は
、

　
た
だ
ち
に
、
市
民
課
窓
口
で
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保

険
係
費
二
五
－
二
一
一
コ
内
線
）
六
〇

四
へ
ど
う
ぞ
。

国
保
税
は
納
期
内
に

　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
納
め
て
い
る
国
保

税
は
、
国
保
制
度
を
守
る
大
切
な
財
源

で
す
。
そ
の
た
め
、
未
納
や
滞
納
の
人

が
い
る
と
、
他
の
被
保
険
者
の
負
担
を

大
き
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
保
の

運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
は
み
ん
な
が
支
え
あ
っ
て
健
康

を
守
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て

ご
理
解
の
う
え
、
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

納
期
内
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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P

◇第22回　白石市民文化祭

　一11月1目（金）～4日（月）一

◎展示発表の部

　●期間　11月1日㈹～3日（日）

　●会場　白石市中央公民館

◎芸能発表の部

　●期間　11月3日（日）～4日（月）

　●会場　白石市中央公民館
　　　　へき†いえん

　　　碧水園（古典芸能伝承の

　　館）
※ただし、碧水園は3日（日）だけの

発表です。

を』
～
㌧
離
　
　 鋳

濯’／　

★第15回白石市子ども会
　　　　ソフトボール大会

　
　
　

　
　
　
『

子ども会活動の普及と拡充強化を

目的に、去る8月25日（日）、白石第二

小学校校庭を会場に開催された第15

回子ども会ソフトボール大会は、市

内の小学校10校から12チームが参加

して熱戦が繰り広げられ、次のチー

ムが入賞しました。

優勝　福岡小学校区チーム

準優勝　　越河小学校区チーム

第三位　　大鷹沢小学校区チーム

　〃　　　自川小学校区チーム

★わんぱく達の炭焼き体験

わんぱく少年教室生が、去る9月

8日（日）に七ヶ宿町若林山地内におい

て、炭焼きを体験しました。

　当日、指導者の佐藤石太郎さん（市

内郡山字鹿野在住、69歳）から説明

を受け、子ども達は初めての経験に

戸惑いと喜びを同時に味わつていま

した。

勤労青少年ホームから　★第19回ホーム祭★

O日時10月27日（日）10時～15時

○会場白石市勤労青少年ホーム

○内容
　〈発表の部〉10時～12時

　日本舞踊、民謡、社交ダンス、

　尺八演奏（特別演奏）

※一般の方を対象に、きもの試着

　会もあります。

　　（10時30分～14時）

　〈展示の部〉10時～15時

　書道、ペン習字、生け花（池坊・

　小原流）、洋裁

　〈お茶席の部〉10時30分～14時

　お抹茶券200円（前売りします）

　〈食堂の部〉11時～14時

　カレーライス、うどん、おでん

　など
　※勤労青少年ホームで前売食券を

　お求めください。

　くバザーの部〉！2時～14時

　※その他、バクダン、駄菓子等の

　コーナーもあります。

白石市勤労青少年ホーム

　　　　台25－3720

婦人の家から

◆特別講座生募集

　赤とんぼや

　　もみじなど
　秋の歌をみんなで
　　　　唄いましょう！

○日時10月24日（木）18時30分から

○場所働く婦人の家

O講師米澤時子先生
　　　　日下恵理子先生

○定員20名
※男性の方もきています。

働く婦人の家費25－5095

◆第17回

　働く婦人の家まつり

●11月16日（土）

作品展示のみ……9時30分～15時

●11月17日（日）

発表の部、作品展示の部、お茶席

の部、食堂、バザー1不用品・手
づくり品）、手づくりケーキ即売、

　その他……例年どおり

10月の休館日　7・10・13・21・27日

麟葭習斎謬講置濃藁町）

私が東町第2公園の手入れを手伝

わせていただくようになってから、

早4年になりました。私は以前、益

岡公園の近くに住んでおり、そのと

きにも老人クラブの一員として益岡

公園の花壇に花を植えておりました。

東町に越してきてからも家の前が公

園といラこともあって、少しずつで

きる範囲で草むしり「など手入れをし

てきましたが、その甲斐あって、い

まではいろいろな花も咲くようにな

りました。近所の子供が「公園をき

れいに！」の看板を自発的に掲げ、

老婦人が花を植えるなど、地区の方

々の「みんなの公園はみんなの手で

きれいに」という意識も高まってき

たのではないかと思っております。

また、うれしいことに遠くの方も、

ここはきれいだからといって訪れて

きてくれます。わたしもこの公園を

ますます花一杯にできるよう、ささ

やかながらお手伝いしていきたいと

思います。
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、禽’鑑

望

メ

乾物
もどして何グラム？

　日ごろおなじみの乾物が、も

どしたときにどれくらい増える

のか覚えておくと便利です。

干しいたけ　　5倍マカロニ2倍

ひじき4～5倍干そぱ2．5倍
わかめ　10～14倍凍り豆腐6倍

はるさめ　　4倍あずき2．5倍

スパゲティー2、5倍きくらげ7倍

●
と
ろ
み
を
つ
け
て
、
汁
に
出
た
う

　
ま
味
を
逃
が
さ
ず
、
さ
め
に
く
い

料
理
に
、

●
い
も
を
主
と
し
た
色
ど
り
の
美
し

　
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
料
理
で

　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
里
い
も
の
と
り
そ
ぼ
ろ

〔
材
料
〕
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
に
ん
じ
ん
は
皮
を
む
い
て
5
㎜
　
　
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

里
い
も
㎜
9
、
出
し
汁
2
カ
ッ
プ
、
と
　
　
　
の
さ
い
の
目
切
り
に
し
、
干
し
い
た
　
④
別
鍋
に
水
カ
ッ
プ
並
と
酒
を
入
れ
て

り
ひ
き
肉
励
9
、
干
し
い
た
け
2
枚
、
　
　
け
も
ぬ
る
ま
湯
で
も
ど
し
て
、
5
㎜
　
　
沸
騰
さ
せ
、
こ
の
中
に
と
り
ひ
き
肉

に
ん
じ
ん
80
9
、
枝
豆
如
9
、
し
ょ
う
　
　
角
に
切
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
入
れ
て
煮
る
。
さ
ら
に
干
し
い
た

が
し
ぼ
り
汁
1
0
㏄
、
酒
5
0
㏄
、
薄
口
し
　
②
に
ん
じ
ん
は
下
ゆ
で
し
、
里
い
も
も
　
　
け
、
に
ん
じ
ん
を
入
れ
て
、
し
ょ
う

よ
う
ゆ
2
5
㏄
、
み
り
ん
1
0
㏄
、
砂
糖
！
0
　
　
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
て
水
の
中
に
と
り
、
　
　
ゆ
、
砂
糖
、
塩
を
加
え
て
味
を
と
と

9
、
塩
少
々
、
か
た
く
り
粉
適
宜
　
　
　
　
さ
ら
に
ヌ
メ
リ
を
と
る
。
　
　
　
　
　
　
の
え
る
。

〔
作
り
方
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
、
み
り
ん
、
薄
　
　
◎
ゆ
に
水
溶
き
か
た
く
り
粉
を
加
え
て

①
里
い
も
は
皮
を
形
よ
く
む
き
、
塩
を
　
　
　
口
し
ょ
う
ゆ
を
加
え
て
火
に
か
け
、
　
　
　
と
ろ
み
を
つ
け
、
器
に
盛
っ
た
里
い

　
ふ
っ
て
こ
す
り
な
が
ら
ヌ
メ
リ
を
取
　
　
　
里
い
も
を
入
れ
て
落
し
蓋
を
し
、
柔
　
　
も
の
上
に
か
け
て
、
さ
ら
に
ゆ
で
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枝
豆
と
し
ょ
う
が
汁
を
か
け
る
。

《の秒コ

勿塑申シリ

★
／
練
斗

★
1　

・
－
、
診

麟
弼
F

「ル

趣

高野　静江さん（福岡）

劔，，騨

消費生活モニター調査結果

品　　百

ン
粉
ん
糖
ゆ
油
ン
乳
一
一
ブ
ル
剤
料

　
　
め
　
　

，
　
　
パ
　
イ
洗

パ
麦
輔
暑
炉
－
竿
蒜
髪

　
　
席
　
　

一
　
　
ツ
　
ル
濯

食
小
即
砂
し
サ
マ
牛
バ
カ
ラ
ア
洗
理

規　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉1kg

袋入り100g

上自糖1kg

上級濃口琵ポリ容器入り

ポリ容器入り700g

カルトン入りソフト225g

紙容器入り1，000αα

カルトン入り2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30c皿、長さ20m

幅25cm、長さ8m

綿化繊用鉦リン紙箱入り
濃縮小型1．5kg入

小学生調髪

↓
ツ
　
酪

ヨ
ヤ
　
各
囚

樽
谷
皿
鮒
椰

　
　
　
頭
達
金
金

沸
枷
餅
嬉
鯉
槻
観

コ
長
外
1
8
1
8
1
1

料
プ
ス

油
ン
油

ン
ニ
ラ
　
　
ガ

・
不
　
　
　
　
　
　
　
一

マ
一
一
　
　
ラ

一
リ
レ
　

撤

パ
ク
カ
　
灯
　
し
軽

　今月〔円）

　　最低価格最高価格

　　131
200

　　183
240

84

　　　80
252

　　245
　　292

320

428
　　368
　　180

203

　　188
288

　　358
390

　　140
150

　　162
240

　　　80
165

　　574
850

　　1，5001，800

　　6，0007，500

　　　160
200

　　360
500

　　　828
950

　　　828，075，32

　　　120130，81

　　　52．70　79．31

　平均価格1円）

今月　　前月
160
　　158
　　196
205

82

　　80
250
　　247
　　290
302

　　383
395

196
　　197
　　225
223

　　364365

　　127
145

　　208
213

　　119
126

　　735718

1，640

6，240

185

465

895，29

952，66

125

70

1，617

6，117

178

472

891，00

941．50

126

71

調査年月日・平成3年9月2日

　　　比較％
　　　　前年同月　　前月前年同月

　　　101．3　　　　　107。4　149
　　　104，6　　　　　97，6　210
　　　　　106、5　　　102，5　77
　　　101．2　　　　　103．3　242
　　　　　82，5　　　1D4．1　366
　　　103，1　　　　　96，5　409
　　　　　104．3　　　99．3　188
　　　　　97，0　　　99，1　230
　　　　　97．3　　　100，3　375
　　　114．2　　　　　113．3　128
　　　102，4　　　　　104．9　203
　　　105，9

　　　　　94，5　　　97．7　760
　　　　　97，4　　　101，41，683

　　　　　114．55，450　　　102，0

　　　103，9

　　　　　93，S　　　98．5　496
　　　　　116，1　　　10D，5　771
　　　　　118，3　　　101．2　805
　　　　　101，6　123　　　99，2

　　　　　97，2　　　98，6　72

（上昇品目）

　食パン・小麦粉・即席中華めん・砂糖

　　しょうゆ・サラダ油・ティッシュペ

　ーパー・ラップ・アルミホイル・理髪

　料・パーマネント料・クリーニング

（下降品目）

　マーガリン・牛乳・洗濯用合成洗剤・

　カレーライス・ガソリン・軽油

（横ばい品目）

　ノぐター・火Tl由

（上昇品目〉

食パン・即席中華めん・砂糖・マーガ

　リン・ティッシュペーパー・ラップ・

パーマネント料・灯油・ガソリン

（下降品目）

小麦粉・しょうゆ・サラダ油・牛乳・

バター・洗濯用合成洗剤・理髪料・カ

　レーライス・軽油

※空臼部分は調査品目の変更によるもの
　です。
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白石市職員（労務職）を募集します 市営住宅入居者
　　募集について

o職種および採用予定人員

員
員
員

務
　
助
格

業
務
補
資

転
　
務
験

運
業
事
受

　
　
　
○

名
名
名

1
　

1
　
1

　《運転業務員》昭和32年4月2日

　から昭和45年4月1日までに生ま

　れた者で、第二種大型自動車運転

　免許所有の者。

　《業務員》昭和32年4月2日から

昭和49年4月1日までに生まれた

者で、中学校卒業以上の者。

　《事務補助員》昭和32年4月2日

　から昭和49年4月1日までに生ま

れた者で、中学校卒業以上の者で

身体障害者手帳を交付されている

者。

○試験場　白石市役所

○試験日時・種目

　〔第一次試験〕

　・試験日　11月17日（日）

　・時間10時～12時
　。試験種目　作文試験、適性試験

〔第二次試験〕

・実施時期　12月中旬

・試験種目　人物試験、身体検査、

　　　　　身上調査

○採用時期　平成4年4月1日

○受験手続　受験申し込み用紙は、

　市役所総務課に用意された用紙を

　使用し、所要事項を記入して提出

　してください。

○申込受付期間・時間

　10月5日（土）～25日（金）

　平日8時30分～17時
　土曜日　8時30分～12時（ただし

　12日は閉庁日となります）

※郵送の場合は、最終日の消印有効

○その他　受験申込書用紙の請求を

　郵便で行う場合は、あて先明記の

　返信用封筒（大学ノートの入る大

　きさ、120円切手貼付）を同封し

　てください。

　受験手続、その他受験に関する問

い合わせは、市総務課入事係智25－

2111（内線）332へ。

（◎）第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

館

寿山

型式

K

3　K

蜜賃1勲金は3月分1

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

空家
戸数

7戸

12戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

新館

城南

型式

3DK

K

3DK

家賃｛敷金は3月分1

14，500円～18，000円

10，500円～12，600円

23，000円

家
数

空
戸

5戸

5戸

0戸

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

　詳しくは、市建設課住宅係曾25－

2111（内線）262へお』問い合わせくだ

さい，⊃

技能を身につけて
　就職しませんか

　白石高等技術専門校では、OA経

理科の平成4年度学生を募集します。

○試験日　11月15日（金）

○募集期間　10月17日～10月31日

○対象平成3年度高等学校卒業

　予定者・高等学校卒業者及び同等

　以上の学力のある方／約30歳まで）

○内　容　簿記会計・事務について

　の知識と、事務機OA機器〔ワー

　プロ・パソコン）の操作

○訓練期間　1年（4月入学）

○経　費　入学金・授業料及び実習

　　　経費は無料

　詳しくは、宮城県立白石高等技術

専F「」ホ交費25－2444ず、。

家庭介護者教室受講生募集について

　家庭介護者に多くの知識や技術を

修得していただき、日常介護面での

問題を多少なりとも解決するため、

『家庭介護者教室』を開催します。

O日　時

第1回
　第2回

第3回
第4回

○場所

11月9日〔土）9時30分～15時

12月6日〔金）ll）時～15時

1月18日（土）　〃

2月14日（金）　〃

　テイサービスセンター吹上荘

○費用1，α）0円

　※テキスト代700円1初回のみナ、

　食事代300円‘毎回）

○定　員　25名（定員次第締切）

○交　通　自石市役所前から会場ま

　で送迎します。（市役所前発9時15分）

　申し込み、お問い合わせは、市社

会福祉事務所智25－2111（内線）155

又は、デでサービスセンター吹上荘

費24－5500へ。

　　　・（　（↑鴻マ

　（11r魯

17

財団法人自石市文化体育振興財団の
　　　　　　　　　　　　職員を募集します

　来春オーフン予定のスベソうユラ

ンド勤務です。余暇時代と高齢化社

会に対応したスポーツ・健康施設で

あなたも働いてみませんか。

○職種および採用予定人員

　管理業務　男女各4名

運転業務　　　1名
○受験資格　管理業務は35歳未満の

　方で、学歴は問いません。運転業

　務を希望する方は56歳未満で、大

型二種の運転免許が必要です。

○試験場　白石市役所

○試験日時・種目

　。試験日時　10月27日旧）午前！0時～

　・試験種目　作文試験、適性試験

○採用時期　平成4年4月1日

○待　遇　基本的には市職員に準じ

　ますが、早番・遅番があります。

緑が丘県営住宅
入居者募集について

◎第一種住宅

　1収入基準198，000円以下）

型式 家
数

空
戸

賃
は
知

　
金
月

　
気

家
嘆
3

○受験手続　受験申し込み用紙は、

　市役所企画財政課に用意された用

　紙を使用し、所要事項を記入して

　提出してください。

○申し込み受付期間

　10月7日（月）～10月18日（金）

　平日8時30分～17時（12日の

　土曜日は閉庁日となります）

※郵送の場合は、最終日の消印有効。

○その他　受験申込用紙の請求を郵

　便で行う場合は、あて先明記の返

　信用封筒（大学ノートの入る大き

　さで120円切手を貼付）を同封し

　てください。

　受験手続、その他受験に関する問

い合わせは、市企画財政課企画調整

係盈25－2111（内線）360へ。

団地名

県　営
寿山住宅

K
14，500円

　～
16，500円

21）戸

　申し込み、問い含わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課盈022－

224－0014／、9

／

欝
踵
塑

｛…強藝

置

『糖尿病教室』（日曜旧コース）

　受講生を募集します

市では、仕事の都合などで、平日

に参加できない方のため、日曜日に

『糖尿病教室』を開催します。

糖尿病は、上手にコントロールす

ると、健康な人と変わらない生活が

できます。ぜひ受講し、食事や生活

の方法を学びましょう。

○開催日　10月20日旧）

○場　所　白石市健康センター

o日　程

！2：30　受付、尿検査他

13：30　講話「糖尿病と上手に

　　　　　　　っきあう方法」

　　　　講師　仙南保健所長

　　　　　　平井二郎先生

14：3〔1食品展示、その他

○参加費　無　料

○主催臼石市ほか
　詳し1は、市保健衛生課管25－
21111内線）606！

自衛官を
募集しています

○応募資格　18歳から27歳未満の男

　子。あと半年で18歳になる方も応

募できます。（10月は防衛大、防衛

　医科大の募集期聞です）

○勤務通常8時30分～17時
　※第1　。3土日穆日は12日寺30分まで。

o休　日

　日曜、祝日、第2・4土曜日ほか

○初任給　133，900円

　（9ヶ月後146，800円）

○その他　衣食住は無料

　　　　厚生施設等完備

　詳しくは、市民課奮25－2！11、ま

たは大河原募集事務所ao224－53－

2185へお問い合わせください。

越河公民館の
　　　　常直者募集

越河公民館の常直者を募集してい

ます。資格、条件などについては特

に問いません。

　詳しくは、市教育委員会社会教育

係曹25－2111（内線）410、又は

越河公民館a28－2101へ。

仙南地域職業訓練
センター受講生募集

○内容
　〔初級ワープロ講座〕

　・期問　10目17日（木）～18日岡

　。時間　9時～15時

　・定員　10人

　・受講料　3，50〔）円

※他に『手編み教室』もあります。

○会　場柴田町大字船岡字照内1－9

　　　　仙南地域職業訓練センケー

○申込締切日　11）月12日1土1

※定員にな1）次第締め切ります。

　詳しくは、仙南地域職業訓練七ン

ター豊0224－57－1501！、仁，
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全国友の会創立60周年記念の集い
一楽しい家庭と豊かな社会を願って一一

10月19日1上）10時～16時

臼石市中央公民館

スライド

「家庭で育てる自立と協力」上映

上映時間　10時30分、12時20分、

o入場券

○連絡先

　　13時30分、14時40分

　　　　　　　ほ　か
一般350円（高校生100円）

※小中学生は無料です。

　白石友の会　高橋　儀子

2｝26－2651

住宅金融公庫からの

お知らせ

　住宅金融公庫では、住宅の建設、

購入、増・改築・修繕工事などの資

金の融資を行っています。

　公庫の融資は、一般の住宅ローン

などに比べ、返済期間も長期（新築

の場合、木造25年、プレハプなど簡

易耐火30年、耐火35年）で金利もか

なり低く（125㎡以下の新築住宅の場

合、年5，5％※％現在）、大変楽な返

済計画を立てられます。

　また、借入申し込み手続きは、お

近くの金融機関（住宅金融公庫業務

取扱店と表示した金融機関）ででき

ますので、大変便利です。

　住まいの新築、購入、増・改築な

どをお考えの方は、ぜひ公庫融資を

ご利用ください。

　お問い合わせは、住宅金融公庫a

O22－227－9311、又は上記金融機関へ。

上・下水道料金の納入は
便利で安全な口座振替を
お勧めします……。

　口座振替の申し込みは、市内各金

融機関の窓口で「口座振替依頼書」

に預金の種類、口座番号等を記入し

て提出してください。

※預金通帳、印鑑、及び前月分の

　「領収書」又は「使用水量のお知

　らせ」をご持参ください。

　現金で納入する方は、毎月25日が

納期限です。

　口座振替日は毎肩20日です。預金

不足にならないようお願いします。

W
…
乱
舞

滴
憲
∵
∵
辱

「みやぎ介護間題

シンポジウム」の開催について

70歳になったら

　宮城県では、急速に進展する人口

の高齢化に的確に対応するため、民

問活力の導入を含めた今後の在宅介

護サービスシステムのあり方を模索

するためのフォーラムを開催します。

○日時11月6日（オり13時～16時30分

o場所
　仙台市青葉区旭ケ丘三丁目

　仙台市青年文化センター

○テーマ

　『新たなる介護サービスの

　　　　　　地平を求めて』

○基調講演

榊
鱒
型

””

帆
’
φ
6
↑
．
∬

綴鍵
燃舞

∵
離
・

家屋調査に

老人医療の手続きを

　満70歳になった翌月から、老人保

健法による医療を受けることができ

ます。

　毎月第4火曜日に、受給者証、健

康手帳の交付の受付をしていますの

で、満70歳の誕生月の第4火曜日に

手続きをしてください。

o交付場所
　●白石・福岡・大平・白川犬卒都

　婆地区の方　　　市保健衛生課

　●そのほかの地区の方

　　　　　　各地区事務連絡所
〔平成2年度白石市の老人医療1

　受給者　4，396人

　医療費　21億8，779万円

　1人当たり　497，677円

ご協力をノ

たばこは
　市内で買いましょう

下水道工事に
ご協力をノ

〔家屋の新築、増改築をされた方〕

　現在、来年度から新しく固定資産

税の対象となる家屋の調査をしてい

ます。対象は、平成3年1月2日か

ら平成4年1月1日までに新築、増

改築が完成する家屋です。

　係から調査の連絡がありましたら、

ご協力ください。

〔家屋の取り壊しをされた方〕

　お済みですか？「家屋の取壊届」

　今年の1月2日以降に、全部又は

一部を取り壊した家屋は、来年度よ

り固定資産税の対象外となります。

早目にr家屋取壊届」を提出してく

ださい。

　届出用紙は窓口にありますので、

印鑑をご持参のうえ、ご来庁くださ

いo

O問い合わせ先

　市税務課固定資産税係費25－2111

　（内線〉146～148

『篇弄磨瓢1認大教授、籍欝重えるため’

o対　象　企業、市町村職員、一般

　　　　県民200人程度

○参加費無　　料

　希望者は、はがきに住所、氏名、

性別、生年月日、電話番号を記入の

上、申し込むこと。申し込み、お問

い合わせは、〒980仙台市青葉区本町

三丁目8番1号　宮城県生活福祉部長

寿社会対策室　費022－211－2536へ。
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　平成3年度下水道工事が、市内各

地域で行われます。

　皆さんが安全に通行できるよう工

事を進めますが、工事期間中は各個

所で交通が規制されます。大変迷惑

をおかけしますが、よろしくご協力

くださいますようお願いします。

紙上からお礼申しあげます
　生活基盤の整備や臼石城復元資金として、次の方々からご寄付をいた

だきました。紙上からお礼申しあげます。

　栗原工務店　粟原萬氏、㈱五十嵐

商会白石営業所　所長村上勝夫氏、

白石市農業協同組合　青年部委員長

大場正明氏　婦人部長大庭よし子氏、

大野千一氏、東北放送㈱　代表取締

役社長一カー夫氏、四竈輝雄氏、蔵

王発行所　主宰鈴木貞二氏、大浦一

雄氏、㈱七十七銀行　代表取締役村

松巌氏、高橋いち子氏、高野秀雄氏、

佐藤たけよ氏、半沢二郎氏、半沢和

一氏、我妻富美氏、佐藤政夫氏、角

田勝男氏、半沢猛氏

　本格的な高齢化社会が到来する中

　　　　　　　　　　　　　　　で、だれもが“長生きしてよかった”
　　　　　　　　　　　　　　の　と感じる明るい長寿社会を築き、人《

　生80年時代にふさわしいライフスタ

　イルと、それを可能にする社会のし

ζ　　　　　　　　　宮城集会を開催爵

　　　　　　　　　　　　　　ぐも

　○日時10月15日（火〉10時～15時15分．

　O場所　多賀城市中央2－27－1ニ
　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　多賀城市文化センター．
》。テーマr明るし、長寿社会の倉lj造』読

蒙・対象一般県民約1・1・・名縁

L　　　　　　　　　　　　　　　．、ノ
1ζ御22－215－0881～0882へ・　1シ

（
、
望
冒

疲 隻．く殺身、．嫡．聾．嬢タ典．身．・1

1・ BOOKS・1いん；航お酪一しょん

★今月の書棚（子ども読書室）
図書館利用案内

守ろう日本の自然

　わたしたちの天然記念物

く全7巻〉学習研究社

●動物・植物・地形など約900点の

国指定天然記念物をカラー写真と

最新情報で紹介しています。

oこの本によって、身近にある素

晴らしい自然に目を向けさせると

同時に、日本に残された貴重な文

化財に興昧を抱くことでしょう。

o開館時間

　月～土曜日　9時～4時55分

　日曜日10時～4時

○休館日　10月1日（火）～10月10日（木）

　まで、ばく書（本のむし干し）、10

　月31日㈹月末整理日

新着図書案内（抄）
おとぼけ読書絵日記秋　竜山著
無気力のメカニズムーその予防と克服
のために一　　　　　宮田加久子　著
〈ねばり〉と〈もろさ＞の心理学一逆
境に強い人、弱い人一加藤　諦三　著
アラブのゆくえ　　　岡倉　徹志　著
かくれ滝を旅する　　永瀬　嘉平　著
目的で選ぶ海外旅行ガイドー見る・食
べる・遊匁一　　　　藤本志津子　著
ゴミと下水と住民と　森住　明弘　著
長寿社会を生きる一美しく老いるため
に一　　　　　　　　野尻　武敏　著
異文化のなかのニッポンーアジアのメ
ディアは日本をどう映しているのか一

　　　　　　　川竹　和夫編著
家族の長としてヤルベきこと一いつま
でも、なかよく元気に一

　　　　　　　斎藤　茂太　著
宮城の自然をたずねて

　　　　　　　竹内　貞子編著
おもしろい気象情報のはなし

　　　　　　　荒野　哲也編著
驚異の健康飲料松葉ジュース

　　　　　　　上原　美鈴　著
わが家のお医者さん一小さな変化に気
づいたら一　　　　　済生会　　　編

★第15回手づくり絵本展示会のお知らせ

○場所・

　●宮城県図書館

　　10月20日（日）～27日（日）

　　※21日は休館日

宮城県図書館では、下記のとおり「手づくり絵本」展示会を

開催します。（白石からも多数出品されています）

　期間

●岩沼市図書館

　11月1日（金）～29日（金）

　遜3　・11　・17・25日はイ木食官日

農民に技あり一ボーダレス・フーズの
時代を生きる一　　　横田　哲治　著
J　R悪の経営学　　　野田　峯雄　著
人にとってクルマとは何か

　　　　　　　杉田　　聡　著
やったわ百山、ありがとう子供たち一
ファミリー登山12年間の記録一

　　　　　　　岩崎　由理　著
こまったときの司会百科一式次第にそ
くした、すぐに使えるモデル例がいっ

著
著
　
著
著
著
著
著
著
著
著
著

郎
男
日
健
亮
栄
行
行
郎
子
子
郎

一
治
〇
　
　
　
一
寿
一
以
邦
次

　
　
○
　
　
　
　
隆
亜

葉
　
二
谷
羽
藤
水
村
海
原
田
川

稲
万
た
瀬
鳥
斎
清
西
内
北
山
赤

　
　
れ

　
　
さ
　
　
行

　
開
ざ
　
　
旅
　
　
　
　
霊
下

　
疎
閉
　
剣
理
　
　
と
　
　
幽
・

　
童
」
　
人
推
　
　
び
　
　
た
上

　
学
棟
　
殺
恋
　
　
人
　
　
来

　
の
病
　
の
秘
団
　
の
　
　
て
女

一
達
神
　
館
瀬
集
犬
り
え
式
し
い

い
く
精
　
心
入
空
の
通
冷
婚
刻
し

ぱ
ぼ
「
　
　
一
奥
架
凧
棒
花
結
遅
愛
　　　　　　ピート・ハミル著

　子　ど　も　の　本
せかい一わるいかいじゅう

　　　　パットーハッチンス　作
やどかりのおひっこし

　　　　　エリックーカール作
おつかいどきどき　　木村　裕一　作
ちょっとあぶない日曜日

　　　　　　　浜　たかや　作
手話・指文字入門あいうえお絵じてん

　　　　　　　矢島　忠男　文
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；税の窓ロ《謬
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1　納税相談夜間窓ロ　　1

…　税金が未納になつている方や経済｝

三的理由等により納付が困難な方で、…

…日中時間のとれない方は、夜間窓口多

…をご利用ください。　　　　　　　茎

葦　今月は、下記日程で開設いたします。雪

10日時　　　　　　　茎
…　10月7日（月）、15日（火）、25日③　　妻

…17時～20時　　　　　　i
…○場所・問い合わせ先　　　　　　雪

1税務課智25－2111　　　1
妻　　　　　　（内線）141、144、145　…

…　10月31日は、市民税（第3期）、国≡

ξ民健康保険税（第5期）の納期限で｝

ξす。お忘れなく！ノ　　　　　　　　⊇

≦　口座振替をご利用の方は、預金残三

雲高をご確認ください。　　　　　　書

一一一ヘハ1一凧邑…　所得証明、課税証明、資産証明、ξ

｛納税証明等の交付を受けるときは、1

…本人以外は委任状が必要です。ただ雪

｛し、下記の場合、委任状は不要です。多

…・児童手当、医療費用、公営住宅入≡

…　居、奨学金、授業料免除申請等の｝

曇　ための証明、非課税証明について≡

葦　生計同一家族が申請する場合　　｝

≡・車庫証明、車検用の納税証明の申請≡

…※申請する際、窓口にくる方の印か…

…　んが必要です。詳しくは税務課茎

…　費25－2111（内線）145へ。　　　i

　　　　　　　　　F
＝；’・P‘一一一
．＿＿／忌　一『
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家庭介護

相談電話のお知らせ

　在宅老人の処遇及び介護技術の向

上のため、介護相談電話を設置して

います夢

○相談項目

　・ねたきり老人のお世話について

　。痴呆性老人のお世話について

　・介護技術について

　。介護用品について

　。その他（老人問題に関すること〉

　デイサービスセンター吹上荘

　介護相談電話　智24－5222

移動講座の開催
　（大河原教育事務所管内）

　心身障害児教育の

　　　　講話と映画の会

O日時10月23日（水〉13時～15時30分

○場所白石市中央公民館
O対　象　障害児の保護者・教育関

　　　　係者及び一般県民

○受講料　無　料

詳しくは、宮城県特殊教育センタ

ー一台022－376－5432へ。

お聞かせ下さい

あなたの一言！

　10月13日～10月19日は

　　　’91秋の行政相談週間です

　市では、秋の行政相談週間の一環

として、巡回行政相談を開催いたし

ます。巡回行政相談は、国、県をは

じめ公社、公団などの仕事について

皆さんが日ごろ感じている苦情や要

望等の相談に応じ、その解決のお手

伝1、斗をすろものです．お気軽にご相

談ください。

時
所
催

日
場
主
O
O
O

10月15日〔火）10時～12時

自石市役所大会議室

束：北管区行政監察局、宮

1成県、　1角石市

第3回白石市社会福祉大会の

開催について

○日時10月29日（火）午後1時

o場所自石市中央公民館大ホール

○内容
　・第1部記念講演
　講師東北高齢化社会を考える会

　　　　　会長　吉田弘子先生

　。第2部記念式典
○主催白石市社会福祉協議会

みなさまのご来場をお待ちしてお

ります。

介護料の

支給について

　政府出資法人自動車事故対策セン

ターでは、交通事故により脳損傷者、

あるいは背髄損傷者となった「寝た

きり障害者」に対し、日額2，000円、

又は4，000円の介護料を支給します。

　詳しくは、自動車事故対策センタ

ー仙台主管支所業務課022－262－6790

’￥o

日曜ピン抜きセンター

○開設期間

10月6日、13日、20日、27日

○場　所　自石市健康センター

○受付時間　午前9時～正午

○料金無料
Oタイヤ規格

　小型自動車及び軽自動車ダイヤま

　で（大型自動車、特殊車を除く）

○その他

　・タイヤは、ホイル付のまま車か

　らはずしてお雷寺ちください，

　・ピン抜ぎ機も貸出していますの

　で二利用ください。

　・白石市在信三の方にに長ります、

C・問い合わせ先

自石市保健衛生課

台25－21111内線1603

「指定袋」での収集になりました

燃えるごみについても、環境美化、事故防止、不燃ごみの混

入防止等を図るため透明な指定袋になりました。

　みなさまの、ご理解、ご協力をお願いします。

※袋については、最寄りの指定袋販売店でお買上げください。

「平成3年度雲仙岳噴火災害」義援金の

受付並びにお礼について

秋の川干のお知らせ

建設課から

　日本赤十字：社宮城県支部では、「島

原市雲仙岳噴火災害」について、い

まだ復興の目安がつかないことから、

当分の問、義援金受付をしています

ので、ご協力お願いします。

　なお、現在まで白石市で義援金を

受付し、日本赤十字社長崎県支部長

に送金しました団体名は次のとおり

です。誠にありがとうございました。

　白石市立第二小学校　41，036円

　白石市母子福祉会　　　2，629円

長袋青年会　　　　　　20，（100円

地元20社の白石地区工場懇話会

　　　　　　　　　415，904円
※受付窓口は、自石市社会福祉事務

　所智25－2111（内線）154です。

スポーツの祭典

　第63回白石市民体育大会

第25回白石市陸上競技

選手権大会

○日時10月6日（日）8時30分
○場　所　白石川緑地陸上競技場

○参加資格　小・中学生、高校生及び

一般男女。ただし小学生は5年生

以上

○主　催　白石市陸上競技協会

○共催　白石市教育委員会

○申し込み先

　自石市教育委員会

　　　文化スポーツ振興課

○問い合わせ先

市教育委員会　角張

　　　奮25－2111（内線）412

鈴木清重
　　　智25－2849

○日時10月10日（体育の日）9時～

　　　　※雨天のときは13日

○会場　白石川緑地陸上競技場

○主　催　白石市体育協会

　　　　白石市中央公民館

（お願い）駐車場は、市役所・農協・

　　　　第一小学校をご利用くだ

　　　　さい。市道緑地公園線

　　　　（自石川堤防）は、全面

　　　　駐車禁止です。

　　　　しンんせつ
　用水路の湊漢と補修のため、秋の

川干を行います。各ご家庭の周囲の

側溝等や占用箇所の土砂上げをお願

いします。

　なお、川干の期間中は、出火など

しないように火の元には特にご注意

ください。

O期　間　10月12日（土）午前6時～

　14日（月1午後5時までの3日間

　　　　　　　（夜間を含む）

○実施区域　白石市自石土地改良区

　　　　　管轄用水路全域

下水道排水設備工事

みやぎ工業フェスティバル91の

チャリティーダンス

パーティーのお誘い

開催について

高齢者の方も若年層の方も、ふる

ってご参加（ださい。

○日時10月19日〔土）

　　　　18時31）分～20時45分

○場所臼石市中央公民館大ホール

○主催ダンスル白石
○間い合わせ先　費26－3640跡部

初心者対象のレソ7ンコーナーも

ありますので、お気軽にどうそ，

責任技術者試験について

○試験日時　11月20日（水）

　　　　　13時30分～16時

○試験会場　宮城県民会館

○申し込み方法　！0月8日から10月

　18日まで、市下水道課へ申し込みく

　ださい。（印鑑を持参してください）

　※申し込み用紙は、下水道課に備

　　えっけてあります。

○受験講習　希望者に対して講習を

　行います。受講希望者は、受験申し

　込みと同時に申し込みください。

　・日時　11月7日（木）　9時

　・受講料　5、000円

　　（テキスト代は別途）

○受験手数料　3，000円

　受験資格など詳しくは、市下水道
言果施i設管王里f系歪｝25－2111‘r勺糸泉♪273

、わ問い台わせ1ださい「、

　地域産業の一層の活性化を図るた

め、『人と技術であしたへ挑戦』をテ

ーマに「みやぎ工業フェスティバル

291」を開催します。

○日時10月24日休）～27日（日）

　10日寺～！7日寺（27日は16a寺まで）

○場所宮城県スポーッセンター

○内　容　工業製品展示、自社技術

　P　R、科学技術の情報提供、工業

　団地のパネル展示、他

　詳しくは、みやぎ工業フェスティ

バル’91実行委員会事務局奮022－

246－0300／＼。

第2回
村田歌謡フェスティバル

○日時10月9日1水｝18時～

○入場料無料
○会　場　村田町民体育館

○内　容

　・豪華景品付ケイズ

　・歌謡うヨー（出演：三沢あけみ、

　西方裕之、吉川団十郎他1等

　入場整理券（乃取ヒ）扱いなど詳しく

は、村旧町企画広報課管0224一班2m／、。
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一今月の土曜閉庁日は、12日と26日です一

談日
　　内　　　　容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長

が直接相談に応じます。

（代理の場合もあります）

糸吉女昏、　寓佳女昏、　遺産本目続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい
ることや希望等

lO月の定例相
所場時聞相談日相談区分

白石市役所
1階市民室

10：00～
　　　12＝00

15市長相談

白石市役所2階

第2会議室
10：00～

　　15：00
15人権擁護

相　　談

白石市役所2階

第2会議室
10：00～
　　　！5：00

15行政相談

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や贈与、土地売買に
関する税金、法人の税金

などの相談

白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室

10：00～

　　15：00

10：00～

　　12：00

9＝30～

　　15＝00

15

5・25
生活相談

15険
談

保会社
相

白石市役所2階

第2会議室
10：00～
　　　15：00

15示覚矛芳右目言炎

買物苦情、消費生活一般自石市役所1階
消費生活相談室

補聴器の修理、調整など福祉事務所

法律についての困りごと

身体障害者精神薄弱者の
生活、職業、結婚等

25－2111（内線）351

子供の教育上の相談

自石市役所4階

第4会議室
自石市役所3階

第3会議室
炎にも応じます盈

自石市役所4階
青少年相談
セ　ン　タ　ー

10：00～
　　　15＝00

13：00～
　　　14：00

10130～
　　　11：30

10：00～
　　　15：00

　毎週
月・水・金

　リオン

4・23
　ニホン

　18

消費生活
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15無料法律
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※都合により変更になる場合もあります。

一技に生きる⑱r）

　明治20年創業の「大宮こんにゃく

店」は、白石でただ一つのこんにゃ

く専門店です。

　大宮由己さん（62歳）は3代目の

当主。鍋が恋しくなるこれからが忙

しい時期とあつて、製品づくりにも

自然とカが入ります。

　「今度アメリカのアンテナショッ

プに出荷します。ダイエット食品と

して大受けだそうです」と檜舞台へ

の登場に顔もほころびます。大宮さ

んのこんにやくが、世界の食卓を賑

わす目も遠いことではありません。

一今月の表紙
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市内の交通事故
　8／16～9／15　（）は累計
行楽期の交通事故防止運動
　◎平成3年10月1日から11月19日までの50日間

　◎運動の重点

　　1．無謀運転の追放
　　2．早め点灯の励行
　　3，農作業車の事故防止
」 一
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負傷者数

　5人
（77人）
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物損件数

　44件
（355件）

）内は対前月比

桑
髄

22


